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effect）」と呼ぶ。また，r 地域からの需要によってもたらされる s 地域の産
業における生産の増加は，産業間の結びつきを通じて，s 地域の産業から再

























































　表4.2の r と s のふたつの地域からなる簡単な地域間産業連関モデルにつ
いて考える。
ただし，




Xr：  r 地域の総生産額を表すベクトル（総投入の場合は 1×n，総産出の場合は
n×1）
表4.2　地域間産業連関表（ 2地域モデル）
地域 1 地域 2 最終需要 総産出
地域 1 X11 X12 F1 X1












s は s 地域における j 産業


































































































（I は n 次元単位行列）




























地域 1から地域 2へのスピルオーバー効果である。S21に S12を乗じることは，


























































































































































































































⑶　地域 1→地域 2→地域 3
⑷　地域 1→地域 3→地域 2
⑸　地域 1→地域 2→地域 3→地域 2
⑹　地域 1→地域 3→地域 2→地域 3
フィードバッ
ク効果
地域 1→地域 2→地域 1
⑴　地域 1→地域 2→地域 1
⑵　地域 1→地域 3→地域 1
⑶　地域 1→地域 2→地域 3→地域 1
⑷　地域 1→地域 3→地域 2→地域 1
⑸　地域 1→地域 2→地域 3→地域 2→地域 1










































































































































































































































国内乗数効果 スピルオーバー効果 フィードバック効果 合　計
（100万ドル）（シェア，％）（100万ドル）（シェア，％）（100万ドル）（シェア，％）（100万ドル）
インドネシア 509,952 90.59 52,502 9.33 480 0.09 562,935
マレーシア 306,495 77.67 86,876 22.01 1,263 0.32 394,634
フィリピン 210,051 85.12 36,595 14.83 126 0.05 246,772
シンガポール 237,418 76.00 74,369 23.81 608 0.19 312,395
タ　　イ 404,538 81.96 88,585 17.95 466 0.09 493,588
中　　国 6,223,771 93.22 434,985 6.52 17,655 0.26 6,676,411
台　　湾 663,640 83.42 130,593 16.42 1,301 0.16 795,535
韓　　国 1,765,481 89.47 205,099 10.39 2,687 0.14 1,973,266
日　　本 8,119,029 96.10 318,085 3.77 11,264 0.13 8,448,379
米　　国 23,013,535 97.84 495,897 2.11 12,333 0.05 23,521,765












































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































1  2. 鉱業 0.66 1 10. 電気機械産業 0.67
2  8. 金属産業 0.21 2  8. 金属産業 0.59
3  9. 一般機械産業 0.18 3  2. 鉱業 0.51
＜マレーシア＞ ＜台　　湾＞
1  2. 鉱業 0.82 1 10. 電気機械産業 0.55
2  6. 化学工業 0.58 2  6. 化学工業 0.29
3 10. 電気機械産業 0.56 3  8. 金属産業 0.24
＜フィリピン＞ ＜韓　　国＞
1 10. 電気機械産業 0.23 1 10. 電気機械産業 0.52
2  2. 鉱業 0.07 2  8. 金属産業 0.35
3  8. 金属産業 0.06 3  6. 化学工業 0.30
＜シンガポール＞ ＜日　　本＞
1 10. 電気機械産業 0.65 1 10. 電気機械産業 0.59
2  6. 化学工業 0.48 2  8. 金属産業 0.54
3 12. その他の製造工業製品 0.36 3  6. 化学工業 0.36
＜タ　　イ＞ ＜米　　国＞
1 10. 電気機械産業 0.31 1 10. 電気機械産業 0.45
2  6. 化学工業 0.21 2  8. 金属産業 0.18















































インドネシア 93.20 90.59  6.76  9.33 0.04 0.09 
マレーシア 72.32 77.67 27.21 22.01 0.47 0.32 
フィリピン 85.40 85.12 14.57 14.83 0.03 0.05 
シンガポール 78.64 76.00 21.04 23.81 0.32 0.19 
タ　　イ 85.35 81.96 14.59 17.95 0.07 0.09 
中　　国 94.15 93.22  5.75  6.52 0.10 0.26 
台　　湾 85.42 83.42 14.43 16.42 0.15 0.16 
韓　　国 91.01 89.47  8.89 10.39 0.10 0.14 
日　　本 97.54 96.10  2.36  3.77 0.10 0.13 
米　　国 97.91 97.84  2.01  2.11 0.08 0.05 





















造が存在する。とくに，重化学工業分野（ 6．化学工業， 8．金属産業， 9．
一般機械産業，10．電気機械産業）の産業においてこの構造は顕著である。
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表 A4.1　地域間産業連関表の例（ 2地域 2部門）
地域 r 地域 s
最終需要 総産出
部門 1 部門 2 部門 1 部門 2
地域 r
部門1 150  80  45 　 30   595   900
部門2  85 150  10   115   90   450
地域 s
部門1 　5  10  50 　 85   150   300
部門2  45 100  35 1,500 1,320 3,000
付加価値 615 110 160 1,270

































































































































Pyatt and Round（1979）および Round（1985）の方法では，生産額は X＝BF






















　M1F は，地域 1の部門 2に100の最終需要が発生した場合，国内乗数効果
により，部門 1と部門 2にそれぞれ123.740および17.530の生産が誘発される






　M2M1F から M1F を差し引くことにより，地域 1の各部門の値がゼロとな




スピルオーバー効果により，地域 2の部門 1および部門 2に対し，それぞれ
7.329および81.420の生産が誘発されることを示している。






　ここで，M2M1F の地域 1に関する各部門の値は M1F と同じであり，これ
は国内乗数効果によって誘発された生産額であるから，最終的な生産誘発効




































































































なお，定義（M˜1＝M1－I）から初期需要を表す IF と M˜1F を足した値（IF＋















となり，これは，やはり定義より Pyatt and Round（1979）および Round



























































































































3F は Pyatt and Round（1979）および Round（1985）他（M3M2M1F－M2M1F）
および Stone（1985）（M˜3F）を用いた計算結果から，地域 1のみを抽出した
ものになっている。また，地域間スピルオーバー効果については，簡便法で




















⑴　本補論の議論は，主として Miller and Blair（2009, 290-294）を参考にしてい
る。
⑵　本来であれば，A，B 以外の他地域との交易も外生地域として記述されるべ




























































（注）　 1）地域 1の部門 1に100の最終需要が発生した場合の影響。
　　　 2）太字で示してある数字が各効果の計測値である。
